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要　旨

　台湾の原住民言語の一っ，アタヤル語（タイヤル語，泰雅語）の中の1方言であ

る寒渓方言の中に，少なくない日本語が取り込まれている。それは一部の日本語語

彙があたかも外来語のように1語レベルで文の中に現れるという程度のものではな

く，語彙は日本語，アタヤル語，中国語などの混合，文法は基本的に日本語，そし

てこれを唯一の言語として育った世代もいるという意味でクリオールである。その

アタヤル語は，台湾の行政院原住民族委員会の公式ウェブサイトで紹介されている

アタヤル語の標準的基本文型と基礎語彙に見ることができる。本稿では，海外にお

ける日本語の状況報告として，また，日本語をベースとしたクリオールである可能

性もある言語資料として，その状況を公式ウェブサイトから紹介する。なお，サイ

ト閲覧は以下の通り。

　○サイト閲覧→http：〃140．122．109．156／new／

　　（あるいは次も可能　http：／／iel．apc．gov．tw／）

　「九十六学年度原住民学生升学優待取得文化及語言能力証明考試之試題範例及練

習題計書」→左の選択肢→「族語練習区」の中の2っのうち「練習題藍解答梢案下載」

→「泰雅語」の中の「宜蘭寒渓泰雅語下載」を選択する。
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1　はじめに

　本稿で紹介するのは，台湾の1原住民（「原住民」は台湾政府の公式用語による）

の言語である，アタヤル語（タイヤル語，泰雅語）の1方言の中に取り入れられた

日本語の状況である（1）。

　その中の日本語は，いま一部を取り上げれば，まず，語彙では，次のようなもの

である。

　Anta（あなた）　kore（これ）　are（あれ）

asta（あした）　iku（行く）　okiru（起きる）

また，文では，次のような状況である。

　anta　no　namay　ga　dare？

ikura（いくら）

itai　（痛し、）

（あんたのなまえはだれ？）

　　　　　　　　　　　　　　（このgaはアタヤル語）

　　anta　kasa　moti　sta？　　　（あんた，傘，持ってきた？）

　　tabe　bang　no　mami．　　　（食べ　晩　の　mami（飯）＝〈晩御飯を食べる〉）

最後の文例は，文法がアタヤル語で語彙は日本語である。全体に文例を見ると，日

本語が外来語として一部に取り入れられているという段階を超えた状況のようにも

見える。

　今回本稿では，その日本語とアタヤル語の混在の様子を，まず語彙を中心に報告

する。本稿で紹介するアタヤル語の寒渓方言の資料は，われわれのサオ語研究（付

記参照）におけるサオ語の資料収集の過程で，土田滋が見出したものである②。

　なお，台湾のアタヤル語の寒渓方言に関する報告には，真田信治・簡月真2007

がある。これは，2007年5月27日に学会発表されたものである。そこでは，2007

年2・3月の寒渓村における臨地調査と，次の寒渓方言の教科書がデータとして使

用されている。

　「2006年にアタヤル語の一方言（寒渓アタヤル語）として公開された教科書3冊

（「国民中小学九年一貫課程原住民族語学習手冊　寒渓泰雅語学習手冊第一，第二，

第三階」）」（3）

　土田滋が，前述のウェブサイトにおける寒渓方言の日本語を見出したのが，2007

年4月29日であり（2），真田・簡2007には，上記の教科書のみが指摘され，そこ

ではまだウェブサイト上における寒渓方言の指摘はないので，両氏の日本語学会で
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の口頭発表が公的には先行するが，ここに報告することとする備注1）。

2　アタヤル語寒渓村およびその周辺地域における

　　日本語ベースのクリオール語について

（1）背景

　この2，3年ほど，台湾中部にある大葉大学で日本語を教えるかたわら日月潭で

話されているサオ語（Thao）の調査をしている新居田（台湾・大葉大学助理教授）

と，安部（学習院大学・教授）のお二人の仕事をお手伝いしている。土田が台湾原

住民諸語を専門としている関係である。

　サオ語の言語資料を探し求めて，あちらこちらネットサーフィンしているとき，

偶然，原住民族委員会のホームページに「九十六学年度原住民学生升学優待取得文

化及語言能力証明考試之試題範例及練習題計書」という長いタイトルのところに，

43にのぼる台湾原住民諸語の各方言にっいての基礎語彙と日常会話資料があるこ

とに気がっいた。2007年4月末のことだった。

　サオ語の部分を見るっいでに，いろいろな言語のあれこれの方言を覗いてみると，

そのなかにとんでもない言語を見っけた。「泰雅語寒渓方言」である。附表に見ら

れるとおり，それは単語は日本語，アタヤル語，それにわずかの中国語が混ざり，

そして語順も日本語だがところどころアタヤル語的な語順が現れる，という奇怪な

言語であった。

　はじめ，それはただの間違いだと思った。これらの語量や日常会話のテキストを

作った人たちが，ついつい勘違いして，アタヤル語の単語の代わりに日本語を入れ

てしまったのだろう。これは早く原住民委員会に知らせてあげた方がよさそうだ。

しかしいっ頃その間違いに気がっくだろうか。おもしろいから，しばらくはこのま

ま放っておこう。こう考えたのである。

　安部，新居田の両氏にはすぐにメールでこのおもしろい事実を伝えたところ，や

はりお二人とも日本語を専門とされる方々だけに，肝心のサオ語そっちのけにして，

大きな興味を持たれたようである。ほどなく，5月開催の日本語学会で大阪大学の

真田信治教授と東華大学の簡月真さんがこのアタヤル語寒渓方言について報告をさ

れるということを安部から知らされた（安部は寒渓方言のサイト上で「泰雅語」と
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あるため当初タイヤル語と認識し，それが発表予定のアタヤル語と同義であること

に気付くのが遅れたという）。そのことではじめて，この言語が勘違いでできあが

ったものではなく，日本語をベースにしたピジン，あるいはクリオールなのだとい

うことを，おそまきながら悟ったのである。

（2）　アタヤル語

　台湾にはオーストロネシア語族に属する言語を話す先住民族が住んでいる。正式

には「台湾原住民族」と呼ばれる。日本では「先住民族」と言うのが普通で，「原

住民族」というと「野蛮，未開」などのマイナスイメージが強い。ところが漢字で

考えると「先住民族」は「昔住んでいたが今はもう住んでいない民族」という意味

になってしまい具合が悪い。「原住民族」ならば「昔からもともとここに住んでい

る民族」という意味である。

　さて台湾原住民族と言っても一つではない。系統としては同じオーストロネシア

語族に属するとしても，互いに英語とロシア語ほどに違う言語を話す民族が10以

上存在する（名称と地理的分布および分類にっいては日本順益台湾原住民研究会

（編）2002：8－9参照）。その中にあってアタヤル語は他の台湾原住民諸語からもっ

とも古い時代に分かれ出たものだろうと考えられている。つまりそれだけ他の言語

とはかけ離れて異なるということを意味する。

　アタヤル語（Atayal）はセデック語（Seediq）とともにアタヤル語群（Ata－

yalic）をなしている。そしてアタヤル語は大きく分けて「スコレック方言」と

「ッオレ方言」の二っに大別される（Li　1981）。文法的な違いは小さいが，祖語か

らの音変化の対応関係と語彙が異なる。「スコレック（sqoleq）」も「ッオレ（c’ole’）

」もともに「人」を表すアタヤル語であって，語源は同じであるが，現在ではごら

んの通りほどの違いとなって現れている。ここにcで表した音は［ts］を，そして

アポストロフィは声門閉鎖音を表す。

　土田は1979年から80年にかけて34ヶ村を回りアタヤル語の方言調査（および

8ヶ村のセデック語方言調査）を行ったことがある。宜蘭縣大同郷寒渓村はその1

っであった。その結果によれば寒渓村で話されるアタヤル語はスコレック方言に属

する。残念ながら土田のアタヤル語方言調査の結果は中央研究院歴史語言学研究所

で簡単に口頭発表しただけで，資料を整理する時間的余裕がないままに，いまだに
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その全貌を印刷に付する機会を得ない。本稿付録の寒渓方言のところに，対応する

土田調査による寒渓語彙を加えておいた。参考にされたい。土田の発表に刺激され

て，土田調査の直後，そして1994年から95年にかけて同研究所の李壬癸教授がア

タヤル語方言調査を行い，寒渓方言（これは1994－95年度調査による）を調査し

た結果は，土田のそれとほぼ同じであった（李1996：185－217）。

　しかしながら，そのようなピジン語あるいはクリオール語が寒渓村で行われてい

たという事実は，土田・李壬癸ともにまったく気がつかなかった。その理由はおそ

らく二つある：

　1）両人ともにインフォーマントとして年寄りのみを探し，若い人たちがどのよ

　　うな言語生活をしていたかにっいてまったく注意を払わなかった。

　2）方言調査は，ごく短期間に限られた量の単語や文を集めなければならず，滞

　　在日数が足りなかったために若い人たちとの接触がほとんどなかった。

　日本で方言調査を行うときには，方言量の多い単語（っまり方言差の現れやすい

単語）を前もって文献などの資料に当たって調べておき，それから調査を行うと理

解している。しかし台湾原住民諸語のように既存文献がきわめて限られている場合

は，方言量が多い単語とはどういう単語なのかなどは調べるよすがもない。それよ

りはむしろ，基礎的と考えられる単語を選び，それに文法を知るためにわずかの文

を加えたものを調査項目として現地調査を行う。土田のアタヤル語方言調査の場合

はやや欲張って，1村につき約千項目ほどを2日ないし3日かけて行ったが，李壬

癸教授の場合はそれよりやや少なく，調査項目数は700前後と思われる。

（3）　寒渓の言語：現在と将来

　台湾原住民の言語はいずれも消滅の危機に瀕している。それを防ぐために小学生

に自分たちの言語を教え，さらに数年前からは「原住民族語言能力認証試験」を行

って，合格者には大学入学試験などに特別の便宜を図るなどの優遇策をとるように

なった。そのために14族43方言の問題集と解答などがネットで公表されており，

サオ語のついでにアタヤル語寒渓方言の資料を偶然みっけることができたのも，そ

のおかげである。

　2007年9月8・9日，台中教育大学において台湾語言学一百周年国際学術研討会

が開かれ，その際，土田は国立師範大学の黄美金教授にお会いする機会を得た。彼
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女は泰雅語寒渓方言問題作成委員会のスーパーバイザーを務められた方である。寒

渓方言についておたずねしてみると，概略次のようなお話だった：

　1）15歳以下の若者は国語，すなわち中国語を使う。

　2）15歳から50歳くらいの世代はこのクリオール語を使っており，アタヤル語

　　はできない。

　3）　この世代の人たちはこの寒渓の言語を正式にアタヤル語の方言として認めて

　　くれるように要望書を原住民委員会に提出したが，ほかのアタヤル語方言の委

　　員から，あれはアタヤル語方言とは認めがたいという反対論があり，現在のと

　　ころはむずかしい。しかし，族語母語認定試験は行ってよろしいということに

　　なり，去年，そして今年も12月に行うことになっている。【教師認定試験は9

　　月10日に行われたようである。】

　4）教科書はない。次のネットにのせてある，あの資料がすべてである：http：〃

　　140．122．109．156／new／（4）【ただし大阪大学・真田信治教授等によると初級教科

　　書が3冊出版されているようであるが，筆者未見である。さらに注4を参照。

　　また新居田情報によれば，寒渓方言話者である方喜恩氏の話として，初級教科

　　書3冊は出版されていないということである。黄美金教授の話とも合わせて，

　　やはりまだ出版されていないというのが真相らしい。】

　ところがこのホームページにあった寒渓方言資料を含む言語問題集および解答が

2007年10月5日前後から見られなくなってしまった。どうしたのかと思っていた

が10月7日夜，野島本泰氏より次のような連絡があった。野島氏はブヌン語の専

門家であるが，彼のブヌン族の友人がこの9月から原住民委員会の委員になったの

で，その友人を介して寒渓語資料にっいて尋ねてもらったところ，原住民族委員会

では寒渓周辺一帯のクリオールを正当な原住民語として認定できないという決定が

なされた，というのである。ホームページが一時閉鎖されたのは，寒渓方言をはじ

めとして，ほかの言語・方言資料を更新する作業のため，一時的にアクセスできな

かっただけかもしれない。まっとうな原住民語として認定されるか否かの問題はさ

ておいて，世界的にも珍しい「日本語べ一スのクリオール」の有り様が，現地に行

かなければわからなくなってしまったのは残念なことと言わねばならない。

　その後，新居田純野氏の報告によれば，寒渓方言の特殊性についてはすでに
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2006年4月の新聞報道によって広く知られていたようである。それによると，寒

渓村の住民は自分たちの話す言語が周囲のアタヤル語とははなはだしく異なるため

に，自分たちの話す寒渓方言を原住民族能力認証試験の一っとして認めてほしいと

原住民族委員会に要求した。さもないと寒渓村の住民は，自分たちが日常話してい

る言語とははなはだしく異なる言語をあらたに勉強して試験に合格しなければなら

ず，非常に不利な立場におかれるからである。そこで2006年末に行われた認証試

験では，泰雅語寒渓方言としてこの特殊な言語が試験の一っに加えられた。

　ところが2007年夏頃にはそれが取り消されたらしい。そのことを明記した公文

書をまだ発見するには至っていないのだが，そのかわりに，2007年8月に発表さ

れた模擬試験，そして9月初旬の本試験問題集が公表されているのを10月中旬に

なって発見した。

　　「九十六年度原住民族語言能力認証模擬題」：http：／／140．122．109．96／ipt／

　　viewpage．php？page＿id　4

　　「九十六年度原住民族語言能力認証題」：http：／／140．122．109．96／ipt／viewpage．

　　php？page＿id　7

　これには2006年度版にはあった「泰雅語寒渓方言」は見あたらないのである。

話者の心情は理解できるものの，純粋に言語学的に言えば，寒渓村で話されている

言語がアタヤル語の方言とは言えないであろうから，今後，一っの独立した言語と

して認められるようになるのかどうか，興味をもって見守っていきたい。またどう

して寒渓村とその周辺の村落のみにこのようなクリオール語が発達したのか，その

理由も研究しなければならない。

　しかしながら，たとえこの日本語ベースのクリオール語が他の言語とは異なる独

立語として政府に認められたとしても，15歳から50歳くらいの世代が次第に歳を

とり，日本語の供給源が絶たれるようになれば，やがて中国語からの借用語が次第

に増え，やがてはこの貴重なクリオールも，ほかの台湾原住民諸言語・諸方言と同

じく，まことに残念なことながら，この地球上から姿を消してしまう運命にあるの

ではないかと予想される。もしも独立した言語と認められなければ，已んぬる哉，

その消滅はもっと早まることであろう。
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3　アタヤル語寒渓方言の状況一公式ウェブサイトより一

（1）寒渓方言のウェブ上の資料

　本稿で紹介するウェブ上の寒渓方言データについて解説する。

　台湾の行政院原住民族委員会は，原住民の言語普及のために様々な教材を提供し

ているが，その一つとして，ウェブサイト上に，学習用の教科書や練習問題を掲載

している。本稿で，寒渓方言資料として取り上げるのは，その中の練習問題とその

解答である。サイト閲覧は，次のURLで，以下のようにたどることで閲覧可能で

ある。

　　http：！ク140．122．109．156／new／　　（あるいは　http：〃iel．apc．gov．tw／）

　　「九十六学年度原住民学生升学優待取得文化及語言能力証明考試之試題範例及

　　練習題計書」→左の選択肢→「族語練習区」の中の2つのうち「練習題盟解答梢

　　案下載」→「泰雅語」の中の「宜蘭寒渓泰雅語下載」を選択』（時々，閲覧に支

　　障が生じることがある㈱注2）。）

　そのサイト内には，練習問題やその解答などの別があり，また，それぞれ，基本

単語や基本文型ごとに分かれている。音声が聞ける発音練習になっている言語（あ

るいは方言）もある。本稿では，基本語彙や基本文など全体が一覧できる部分を主

たる資料とし，その基本語彙一覧を提示した部分（以下，「基本語彙一覧」とする）

と，基本的例文を提示した部分（以下，「基本文型」とする）を対象とし，それぞ

れの一覧を表L2として提示する（初校時に表2は紙幅の都合で大幅に割愛した）。

また，全体を「（アタヤル語）寒渓方言ウェブ資料」と仮称することにする。

（2）　アタヤル語宜蘭方言および日本語との対照表（表1）

　表1では，「アタヤル語の寒渓方言における日本語」として，「寒渓方言ウェブ資

料」の「基本語彙一覧」をもとに，それに対応する土田滋1980調査語彙及び李壬

癸1994－95調査語彙，さらにアタヤル語のスコレック方言，ツォレ方言，中国語，

日本語，英語を対照させ，また，寒渓方言における日本語語形，及び，台湾語など

の情報を対照させて示した。寒渓方言語彙のうち，日本語語源と判断されたものは，

太文字ゴシックにて表示した。また，基本語彙一覧で，アタヤル語が掲載されてい

ても，「文型」の方に，「基本語彙一覧」に掲載されていない日本語起源の語彙が使
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用されているものも見られた（例，数字の「5」における「go」など）。それらも，

【】に入れて併記して掲載してある。

（3）　意味別の語彙出自比較

　ここでは，「寒渓方言ウェブ資料」における基本語彙にっいて，語彙の意味分野

ごとに，日本語との混在状況を概観してみる。意味分野は，サイトの「基本語彙一

覧」の分類に従う。意味分野によって，日本語の現れ方に，概略以下のような相違

が見られる。

1数詞一6と10以外基本的にアタヤル語と言える。一方，文例を参照すると，

　　ある一定の語（年齢や時刻）に日本語が見られる。例えば，5，8，15，18であ

　　る（補注3）。

2　代名詞一全例日本語である。

3　疑問詞一全例日本語である。

4　親族一「兄弟姉妹」と「叔父（伯父）」の，総称的とも言える語彙に日本語が

　　使用されている以外は，中国語（台湾語にも類似するもの）か台湾語などの語

　　彙のみである。

5　人物一「先生，学生，医者，看護師」など，学校・教育制度に関わる語彙

　　（文化語彙）が日本語であるという特徴を示す。

6　人名一総称的抽象名詞とも言える「名前」で日本語が使用されている。

7身体部位一全例アタヤル語である。身体語彙には基層語が残りやすいと言わ

　　れるが，その点でも身体語彙が全例アタヤル語であるこの状況は興味深い。

8動物語彙一これも，全例アタヤル語である。

9　植物水果一「みかん」は，台湾にも様々な種類が見られる柑橘類の総称とし

　　て使用されていると考えると，やはり「花」が総称として使用されていること

　　との共通性が指摘できる。

10物品一日本語とアタヤル語とがほぼ半々である。しかし，「本，鉛筆，飯台，

　　電話，傘」など，比較的，文化語彙に日本語が認められると言えよう。

11　山川・建築一掲載語彙が少ないが，日本語とアタヤル語が半々で，「学校，

　　国民学校」などの学校制度に関する語彙が，「5人物」同様，ここでも日本語
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　　である。

12　自然景観一掲載語彙が少ないが，「天気」が日本語で他の具体的事物はアタ

　　ヤル語である。「天気」のように，総称的抽象名詞が日本語であるのは，人名

　　における「名前」や，植物の「花」「みかん」などと共通している。

13　時間一「朝」以外は，すべて日本語である。同じ「日時」に関する語彙でも，

　　数字が基本的にアタヤル語であるのとは対照的である。日本語の古代語では，

　　数詞に高句麗語との同源が指摘されているが（新村出），この「時間」（今日明

　　日類）には同源語の確実な説はない。現代日本語でも，数字には，ワン・ッー・

　　スリーほか外来語が日常語に入っているが，今日明日昨日など「時間」での外

　　来語（トゥデイなど）としての定着は見られない。つまり，日本語では，「数

　　字」は外来語を受容しやすいが「時間」ではそうではないという傾向を示す。

　　しかし，寒渓方言では，それとは反対の傾向を示す，ということになる。

14　事件（動詞）一ここには，動詞，形容語（形容詞・形容動詞的なもの），副詞

　　や日常的語奨などが掲載されている。注目されるのは，動詞における日本語使

　　用が極めて目立っ点である。一方，形容語ではアタヤル語が多い傾向が指摘で

　　きよう。また，動詞は命令形で受容されているのも大きな特徴である（語末が

　　一aのものも，表に示したように，命令形と解釈される）。この傾向は，土田

　　1988．1でも，同様の結果が見られ，そこでもやはり命令形が多い。

15その他一種々雑多な語彙であるが，日本語が多い。

　以上，掲載の意味分類語彙ごとに，その傾向を指摘した。これら全体を一括して

概観すると，次のような傾向を指摘できる（5）。

①アタヤル語は，身体語彙，数字（数詞），人物語彙，動物，植物，自然景観な

　　どの，古くから使用されていただろう語彙，つまり，基層語的語彙に多い。

②反対に，日本語は，学校や社会制度に関わる文化語彙，「天気・名前・花」な

　　ど総称的抽象的語彙に多い傾向がある。日本語における漢語が，和語に比して

　　抽象名詞や文化語彙で多いことと比較される。

③興味深い点は，代名詞，疑問詞，時間，動詞など，言わば，文章表現・談話・

　　コミュニケーションなどにおいて必要な語彙，あるいは，文法的機能語とも言
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　　える語彙においては，日本語が少なくない点である。

④上記とは異なり，特に親族語彙に関しては，台湾語（ないし中国語）の影響が

　　大きい。

　このうち，③の点は，日本語が，談話を構成している1っ1っの文の基幹的要素

にまで浸透していることを示しており，②のように，単に文化語彙として外来語の

ように浸透している段階に留まらず，日本語とアタヤル語との言語的混成が，より

深い段階まで進行していることを示すと解釈できる。今後，より多くの語彙を対象

とした分析や，文法の混交についてもクリオールの状況を検討する必要がある。

4　アタヤル語（泰雅語）寒渓方言に関する台湾情報

（1）　原住民族言語における認定試験

　台湾では，正式には13族を数える少数民族が住んでいる（補注4）。風俗習慣・言

語ともに消滅の危機を迎えており，それを保護するための政策が種々推し進められ

ている。言語・方言については，その保存をはかるため，次の2種類の試験が行わ

れている。

A　原住民學生升學優待取得文化及語言能力謹明考試（以下，「族語母語能力証

　　明試験」（新居田意訳）とする）

B　原住民族語言能力認謹考試（以下，「族語教師認証試験」（新居田意訳）とす

　　る）

　このような状況の中にあって，アタヤル語寒渓方言話者は自分たちの話す言語を

アタヤル語の一方言と考えているが，この方言には語彙，文法ともに日本語要素が

あまりにもたくさん混じり込んでいるため，他のアタヤル語の方言話者たちはこれ

をアタヤル語の方言と認めるのにはかなり抵抗があるようである。そのたb，寒渓

方言に関しては，学生対象に行われている「族語母語能力証明試験」は実施されて

いるが，「族語教師認証試験」の方は実施されていない。

　そこで，この二つの試験に関する情報を中心に，現時点までに入手することので
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きたアタヤル語寒渓方言に関する台湾情報について時間の経過に沿って報告する。

　なお以下で「族語」というのは「原住民族語」のことで，台湾では人類学会やメ

ディアを中心に，ごく普通に用いられている正式の用語である。

　最初に施行された原住民族語に関する試験は2001年の族語教師認証試験であっ

た。これは，原住民族語を守っていくために，族語を教えることのできる教師を認

定することが目的の試験である。2004年まで連続4回（資料2c）の試験が実施さ

れたが，2005年，2006年は実施されず，2007年9月に再開された。

　アタヤル語（泰雅語）に関して言えば，2001年の第一回目「族語教師認証試験」

では，饗考利克方言（Squliq），澤敷利方言（C‘uli’），萬大方言（Plngawan），波

水方言（Mayrinax）の四方言で実施されたが（資料1（族語認証2回クリック→

練習題）），2007年の「族語教師認証試験」では，寒渓方言（Kanke）を除く，費考

利克泰雅語，澤敷利泰雅語，波水泰雅語，萬大泰雅語，四季方言（Skikun）（91

年新増），宜蘭澤敷列方言（宜蘭C‘uli’）（95年新増）の六方言で実施された（資

料2a→96年模擬試題下載，2b付録）。

　なお，試験施行に関しては，第一回目は政治大学，二回目，三回目，五回目は台

湾師範大学，四回目は東華大学が任されており，族語教材編集は政治大学原住民族

語言教育文化研究中心が行っている。

　また，族語母語能力証明試験（資料3）であるが，高校・大学入試の際，これま

では原住民であれば入試の点数に25％加算されてきたが，この族語母語能力証明

試験に合格すれば35％加算される（資料4）ことになっており，2007年3月に第

一回目が実施され（資料4），12月が第二回目の試験となる（資料5，6）。「族語母

語能力証明試験」では，アタヤル語は賓考利克方言，四季方言，澤敷利方言，波水

方言，萬大方言，宜蘭澤赦列方言，宜蘭寒渓方言（「この方言には大量の日本語語

彙が融合されている」の注記あり（資料7））の七方言に分類されて実施されてい

る（資料3→計画簡介→43種族語方言名称，資料5→付録2）。

　次の表は，「族語教師認証試験」「族語母語能力証明試験」の実施の流れと，それ

に対するアタヤル語寒渓方言話者たちの動向について，年次ごとにその経過をまと

めたものである。
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二つの原住民旗言語認証試験の推移とそれに対する寒渓方言話者の対応
（新居田）

行政院原住民族委員会 行政院原住民族委員会に

族語教師認証試験

u原住民族語言能力認讃

族語母語能力証明試験

u原住民學生升學優待取得

対する寒渓方言話者の動

ｫ

考試」 文化及語言能力謹明考試」

2001年 他の多くの原住民族語で 寒渓方言話者内で「族語

民国90年 は第一回族語教師認証試 教師認証試験」が行われ

験が実施されたが，寒渓 ないことに対して抗議の

方言は実施されず。（資 声が起こり始めた。（方

料1） 喜恩氏談。開始時期につ

2002年 他の多くの原住民族語で
いては未確認）

2003年
は実施されたが，寒渓方

言は実施されず。

2004年

2005年 すべての原住民族語で実

施されず。

2006年 すべての原住民族語で実 4月方喜恩氏の抗議が新

民国95年 施されず。 聞記事に掲載。（資料8）

2007年 9月8日，他の多くの原 3月10日13族43方言第 寒渓社区発展委員会が中

民国96年 住民族語で実施されたが， 一回試験実施（資料4）12 心になって抗議運動を行

寒渓方言は実施されず。 月8日第二回試験実施予定 っている。（方喜恩氏談）

（資料2b） （資料5，6）

付　記 2001年～2005年試験問 試験範囲：教育部出版の

題（資料2c），試験内容： 小中9年一貫課程原住民族

「口述」「筆記」そのほか， 語教材第一階，第二階，第

書面審査，推挙（55歳 三階および基本日常生活用

以上）もある。実施対象 語（資料3）

は原住民以外も含む。 試験内容：聴解60％と口
（資料1，2b） 述40％　（60点以上合格）

（資料5）

合格者は35％加算（資料
4
）

方喜恩氏談：2007年10月27日における，新居田の電話インタビューによるもので，通訳は杜岱玲氏。

（2）　アタヤル語寒渓方言の位置づけと現状

　原住民族学生が高校・大学進学時の優遇措置を受けられるようにするために，中

学生・高校生を対象に行われることになった族語母語能力証明試験では，他方言と

同様に寒渓方言は母語と認められているが，原住民族言語を指導する教師として認
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定する族語教師認証試験では，寒渓方言はアタヤル語の族語として認められていな

い。このことがアタヤル語寒渓方言における最も大きな問題点であるといえるだろ

う。本年度すでに5回目の族語教師認証試験が実施されているが，寒渓方言ではこ

れまで一度も実施されていないのである。

　寒渓方言での族語方言群に属する南山方言と澤敷利（ッオレ）方言群に属する四

季方言の教師認定を受けた族語教師が，寒渓方言の代わりに塞考利克方言と澤赦利

方言を教えている，というのが実情である。

　また，この族語母語能力証明試験を受ける申請は学校による団体応募の形でなさ

れている。個人で応募することも可能だが，応募方法は複雑になる。試験問題は聴

解と口述の試験のみであるにもかかわらず，学校側では，寒渓方言話者である学生

たちに対し澤散利方言か塞考利克方言を選択して試験を受けるように勧めている。

そのため，学生たちは母語である寒渓方言では試験を受けていないのである。

　族語として認められていない寒渓方言は，寒渓方言を教える族語教師として認定

された教師もおらず，いずれ使われなくなる可能性がある。そのことを憂えて，寒

渓方言話者の方喜恩氏（世新大学社会発展大学院修士課程在籍中）は2006年4月

に抗議の行動を起こしたのである。しかし，方喜恩氏によれば（10月27日の電話

インタビュー（通訳：杜岱玲氏）），寒渓方言を族語として認めない台湾原住民族委

員会に対する抗議の声は，2006年4月以前からすでにあったということである。

だが2006年4月以前のいつから起こったのか，その時期にっいては現時点では確

認できなかった。現在では，寒渓村の社区発展委員会が要望を続けている。

　では，なぜ原住民族委員会は寒渓方言を族語として認めないのだろうか。

　その理由こそが，本稿で取り上げた寒渓方言に日本語語彙が多数見られるという

ことである。方喜恩氏の説明によると，寒渓村は1917年からすでにあった村だが，

日本統治時代，日本人によって母語の使用が禁じられた。しかし，母語を完全に失

いたくなかった，そして同時に，完全に日本語だけの使用にすることも潔しとしな

かった寒渓方言話者たちは，母語と日本語を混在させて使用するようになったのだ

そうだ。現在中高年層世代では，この日本語の混在している寒渓方言を使用してい

るという。

　多数の日本語語彙が取り込まれているアタヤル語寒渓方言に対する話者たちの思

いについて，方喜恩氏は次のように語ってくれた。
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　「寒渓方言話者にとって，日本語がどんなにたくさん入っていようとも，自分た

ちの使っている寒渓方言は両親から教えてもらった自分たちが守るべき母語であり，

族語として認めてもらえることを心から願っている。」

　（謝辞：本章での台湾における情報収集，および，それらの情報の翻訳は杜岱玲

氏（大葉大学応用外語研究所大学院修士課程）の協力による。心よりお礼申し上げ

る。）

5　おわりに

　以上，アタヤル語の寒渓方言における日本語の混在状況を概観し，あわせて，寒

渓方言が台湾で置かれている現状にっいて報告した。

　臨地調査には，上記のように，約25年前の土田の調査，約10年前の李の調査が

ある。現在の臨地調査は，真田・簡2007でも試みられている。両氏2007の学会発

表における質疑応答（安部の質問）とその後の御教授によれば，聞き手が日本人の

ときは，先方が積極的に日本語で回答しようとし，また，台湾人の時はそれとは異

なって台湾語も交えた回答になってしまう傾向があり，調査上の困難さが伴うとい

う。現地出身の地元学生を介して調査するなどの工夫をしているとの話であった。

語彙や文例には，そのような調査上の課題があることがうかがえる。

　われわれは，ウェブ資料の原稿の作成者とその言語経歴，及び，真田・簡2007

での現地調査の協力話者との関係や，それらの話者の寒渓方言村落内部での言語経

歴と社会的位置などにっいても，今後の調査が必要であると考えている⑥。

　なお，次の4つの資料を対照させると，寒渓方言の過去約30年間の語彙の変遷

が，ほぼ10年単位で対照可能となる。われわれはその比較を始めているが，その

資料からは③の段階で急速に日本語が現われてくるように見えるが，①②では，上

記2－（2）でも触れているように，アタヤル語の高年層話者を中心に調査し，中若

年層に注意を払っていないので，必ずしも集落構成員全体の実態を正確に投影して

いない可能性がある。それらの問題の検討も含め，他の調査データの発掘など過去

の状態について確認も必要である。

　①土田の1979年から1980年の調査（未公表資料）

　②李の1994年から1995年の調査による李壬癸1996r宜蘭縣南島民族與語言』
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　　　（入手済み，アタヤル語の宜蘭県の各方言の語彙一覧がある）

　③　2006年発行という「国民中小学九年一貫課程原住民族語学習手冊寒渓泰雅

　　　語学習手冊第一，第二，第三階」

　④2007年「寒渓方言ウェブ資料」

　以上，日本語とのクリオールの可能性があるアタヤル語寒渓方言にっいて簡単に

報告した。ウェブ資料の文型の分析は次の機会に取り上げたいと思うが，真田・簡

2007では文法中心に考察し，日本語とのクリオールとの判断を提示している。寒

渓方言の現地での詳しい状況とその分析にっいては，今後の臨地調査の機会を侯ち

たい。

注

（1）本稿の本文は，第2章を土田が，第4章を新居田が執筆し，それ以外を安部が草

　　稿をまとめて土田が全体を加筆修正した。表1は，それぞれの項目を安部・土田・

　　新居田（付記参照）が加えていき，全体を土田の指導のもと安部がまとめた。表2

　　は，土田がサイトを元に選択作成し，新居田・安部が整理した（表2は日本語起源

　　語への注記や日本語訳は今回付さなかった）。執筆者名順は，注2のように土田が

　　最初に指摘した問題であるが，土田のご意向で50音順とした。なお，執筆者が章

　　ごとに異なるため，調整後も内容に多少の重複が残ったが，それぞれの原文のまま

　　とした。読者のご海容のほどお願い申し上げる次第である。また，ウェブサイト上

　　の寒渓方言の用例も多く掲載したかったが紙幅の制約のために一部に留まった（初

　　校時まであった表2も割愛となった）。各位直接ご参照いただければ幸いである。

（2）土田が，寒渓方言のサイトを見出したのは，2007年4月29日である。以下にそ

　　の翌日30日のメール①と，同日の続きのメール②を記録として引用しておく。

　　①2007年4月29日（土田→新居田宛，cc，安部清哉）

　　　From：“TsuchidaS”

　　　Sent：Monday，　April　30，200710：37　AM

　　　Subject：Re：サオ語教師として認定された人の情報

　　　新居田純野さま　　　　（cc．で安部宛）

　　　　〉（略）〉

　　　　〉実は昨日，簡史郎先生に教わったサイトにアクセスして，「九十六学年度原

　　　　　住民学

　　　〉生升学優待取得文化及語言能力証明考試之試題範例及練習題計査」という長

　　　　　い題

　　　〉のところに基本語彙など見てみました。（中略）サオ語と関係ないけれど，

　　　　　おもしろいから以下に
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〉はじめの部分をちょっとだけ写しますと：

＞〉（引用例略）

＞2．代名詞

＞waha我
＞waha　no我的

＞wahataci我椚

＞anta．　　　　　　〉（引用例略）

〉（引用略）小生もアタヤル

〉語の方言調査で宜蘭・寒渓に行ったことがありましたが，1980年前後はこん

〉なにひどくはなかった。サオ語だってまだまだ大丈夫なのに。驚いています。

〉〉土田　滋

　　　②2007年4月30日（土田→安部宛，cc．新居田，サイト閲覧方法の解説メー

　　　　　ル）

　　　　　From：“TsuchidaS”

　　　　　Sent　：　Monday，　April　30，20075：19　PM

　　　　　Subject：Re：サオ語教師として認定された人の情報

　　　　　〉安部清哉様　　　（cc．で新居田宛）

　　　　　〉〉すごいですよね。簡史郎先生のメールにあった次のサイト：

　　　　　＞http：〃ieLapc．gov，tw／

　　　　　〉にアクセスして，そこのページの

　　　　　〉「九十六学年度原住民学生升学優待取得文化及語言能力証明考試之試題範

　　　　　　例及練習題計霞」

　　　　　〉をクリックする。しばらくすると左側にいろいろ現れますが，その中の

　　　　　〉「族語練習区」にカーソルを合わせると2っ出るうちの

　　　　　〉「練習題蟹解答梢案下載」をクリックする。いろんな言語・方言があるけ

　　　　　　れど

　　　　　〉（郡語もある）「泰雅語」の中の「宜蘭寒渓泰雅語下載」を選ぶと出てき

　　　　　　ます。

　　　　　＞〉土田　滋

（3）　この教科書は一般には入手できないようであるため現在未見であり，コピーでの

　　入手を試みてはいるが，まだ成功していない。あるいは，ウェブサイト上にのみあ

　　る教科書のことを指している可能性があるが，未確認である。

（4）　その後，2007年10月19日に至り，台湾に滞在する新居田からの連絡により，台

　　湾ではまだ見られるという。日本と台湾とでホームページにアクセスするのに差が

　　あるのかと思い，改めて再びアクセスを試みたところ，アクセスすることもできた。

　　なお，その後いろいろ見ていくと，同じ，http：／／140．122．109．156／new／から→左・

　　上から3番目「日常族語」→1番上「教育部九階教材前三階」に進むと，「寒渓方言

　　泰雅語学習手冊　第一階～第三階附録」（及びその読み上げ音声資料）が確認でき

　　ることがわかった。それは，おそらく真田・簡（2007）で引用されている『寒渓泰
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　　雅語学習手冊』の第1階～3階の一部（附録）で，その改定版なりウェブ版ではな

　　いかと思われたが，真田・簡2007で使用した資料を実見していないので今は確認、

　　がとれない。それらの音声データを聞くと，イントネーションはアタヤル語のそれ

　　らしいことがわかって，まことに興味深い。おかげで50年も昔，筆者が学生のこ

　　ろ起こった金関丈夫と服部四郎とのやりとりを思い出した。考古学・民俗学・民族

　　学者であった金関丈夫博士は「八重山の一部には，過去において入れ代わった旧言

　　語のイントネーションが，今日まだ残留している。そのイントネーションはインド

　　ネシア語のそれに似ているらしい。云々」（「民族学研究』19．2：1－35）と述べた。そ

　　れにたいして言語学者の服部四郎教授は真っ向から否定し，何千年も前のサブスト

　　レータムであったかもしれない言語のイントネーションが，現在に至るまでそのま

　　ま連綿として続いているなどとは考えにくいと述べた（服部四郎『日本語の系統』

　　1959：114－133．岩波書店）。何千年も昔ならばいざしらず，数十年のタイムスパン

　　であれば，サブストレータム言語のイントネーションもじゅうぶん生き残れるもの

　　だと思ったことである。興味をお持ちの読者はぜひ一度アクセスして聞いてみて欲

　　しい。このデータもいつまた閉鎖されてアクセスできなくなってしまうかもしれな

　　いから，早いうちがよろしかろうと考えるものである。（土田）

（5）比較のため，少し長くなるが，土田1988．　1「言語が消えるとき，何が起こるか」

　　で指摘している関係する部分を以下に要約して掲載する。

　　　「二っ（あるいはそれ以上）のそれぞれ異なる言語を話す集団が，何らかの事情

　　で互いに接触するようになると，両者は当然のことながら意志の疎通をはかろうと

　　する。その時，それらの言語にどのような事が起こるだろうか？

　　　ごくごく大ざっぱに図式的に示すとすれば，次のようなケースが考えられるだろ

　　う。（1，Lは勢力の強い言語を表し，　i，1は弱い言語を表す。またL，1は土着の言

　　語を（Local），そして1，三は新来者の言語を（lntruder）表すものとしよう。もち

　　ろんL，1ともに新来者で，無人の荒野に来て互いに接触したと考えてもかまわない。）

　　（1）L　／　1互いに独立したまま干渉しない。（隣接言語adstratum）（スイス

　　　　　　　　　　におけるドイツ語とフランス語，など）

　　（2）1　←　1新来言語が優勢で，土着の言語を押しっぶす。（基層言語subst－

　　　　　　　　　　ratum）（ガリア地域におけるケルト系言語とラテン語，など）

　　（3）L　→　i土着言語が優勢で，新来言語を吸収する。（上層言語superstra一

　　　　　　　　　　加m）（ガリア地域におけるフランス語とゲルマン系のフランク族

　　　　　　　　　　の言語，など）

　　（4）L→P←1どちらかの言語をべ一スにした新しい言語Pが生まれる。
　　　　　　　　　　（pidgin，　creo｝e）

　　　台湾原住民族（日本時代の高砂族）諸語はすべてオーストロネシア語族に属する。

　　17世紀に大量の漢民族が中国大陸から台湾に流入し，平地に住んでいた原住民族は

　　その時代から漢民族に接触したために，清朝時代にすでに漢民族化し，固有の言語・

　　文化の大半を失っていた。したがって熟蕃，あるいは平哺族と呼ばれる。すなわち

　　上の（2）のケースである。そのような死に瀕した言語では，いったいどういうこ

　　とが起こるのだろうか？
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　　　1895年に始まった台湾の日本統治時代に，何人かの研究者によって集められた二，

　　三の平哺族の言語（タオカス語，パポラ語，ケタガラン語）の資料を，土田自身の

　　調査結果と比較しながら考察する。当然ながら，時代が下がるにっれ，思い出せる

　　単語や表現は少なくなる。こまかく見ればいろいろなことが観察されるが，紙数の

　　関係でごくおおまかに要点だけを列挙すれば，次の通りである：

　　1）　もともとあった発音の区別が曖昧になる。ほとんどの台湾原住民諸語では流音

　　　（Liquid）に少なくともrと1の二つの区別があり，平哺族の言語にあってもおそ

　　　らく同様だったろう。ところが1とrの別を持たない台湾語（中国語の福建方言）

　　　の影響を受け，その区別が甚だ曖昧模糊としている。私のフィールド・ノートに

　　　はrと1と書き分けてはいるものの，じつはそれほど自信があるわけではない。b

　　　とmの区別が怪しくなるのも台湾語の影響である。

　　2）単語の形はかろうじて覚えていても，その意味が曖昧となる場合が多くなる。

　　　たとえばパポラ語の「祖父」「曾祖父」「祖母」や「太陽」「月」，ケタガラン語の

　　　「父」「母」「兄，姉」など。

　　3）「みんな来なさい」「早くご飯を食べなさい」「男の陰毛」などのようにフレー

　　　ズとしては覚えているが，単語という単位には切れなくなった表現が次第に増え

　　　る。

　　4）　そのようなフレーズでは命令表現が多い。

　　5）　スワデッシュの《基礎語彙》の中では『人間関係』，『身体名称』，『数詞』に関

　　　する語彙はかなりよく残っているが，『動詞』「形容詞』の類は残りにくい。動詞

　　　は上の3）に述べたように，ごく基本的な動作を表す語がかろうじてフレーズの

　　　中に残るだけのようである。生成文法ではますます動詞中心となりっっある傾向

　　　にあるのに，死にかけの言語では反対に動詞が残りにくいという事実は興味深い。

　　　「太陽」，「月」，「星」など「自然現象」を表す単語も残りにくいらしいのは，意

　　　外であった。

　　6）　いわゆる《文化語彙》に属すると考えられる「豚」「鶏」「飯」「銭，銀」など

　　　もよく残る。おそらく日常生活に密接に関わる項目だからだろう。パポラ語では

　　　「すっぽん」「ばくち」などの単語が残るのには驚かされる。タオカス語で最後ま

　　　で残った「酒」を表す語が，パポラ語ではみごとに三世代を通じて残っているの

　　　にケタガラン語で残らないないのは，この言語最後の伝承者が謹厳実直な牧師さ

　　　んだからだろうか？」

（6）　この寒渓方言の状況が，寒渓方言の平均的姿を代表するものか，何らかの特定の

　条件によるものなのかは，今後の現地調査が必要と思われる。われわれのサオ語の調

　査でも，近年のさまざまな調査における主たる協力話者が，ある一部の話者に特定さ

　れる傾向が少なくないために，その話者の言語に偏って報告される状況が確認できる。

　現地の母語話者調査におけるさまざまな環境によって，実際には話者による表現の相

　違が少なくないが，（現地の人が推薦する一定の話者の）特定の言語表現が，あたか

　もその言語の標準のものとして，記録公表されていくという状況も見られ，そのよう

　な場合への配慮も必要である。
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補注1　なお本稿と関連とし，土田による次の論文があり，本稿には紙幅の都合で掲載

　できなかったウェブサイト上の寒渓方言のデータとその解説がある。土田滋（2008．3

　予定）「日本語ベースのクリオール」日本順益台湾原住民研究会編「台湾原住民研究』

　12，風響社（東京）。

補注2　もし文字化けが起こるようであれば，「表示」→「エンコード」→「繁体字中国語

　（Big　5）」をクリックされたい。

補注3　（土田）参考のためにフィリピンのタガログ語（Tagalog）の場合も述べておこ

　う。タガログ語ではスペイン語からの借用語が多い。数詞は本来の数詞もあって両者

　併用されているが，「時刻，年齢，金額」などはスペイン語由来の数詞を使うのが普

　通である。たとえば（用例はすべてLJ．　English，　Tagalog－English　Dictionary，

　Manila：National　Book　Store，1986による）：

　　　dos　2（Tag．　dalawa）　　　　a－las－dos「2時」

　　　singko　5（Tag．　lima）　　　singko　minutos「5分」

　　　　　　　　　　　　　　　　singkong　suka「5センタボのお酢（suka）」

　　　dose　12（Tag．1abindalawa）a－las－dose　ng　hatinggabi「夜中の12時」

　　　trese　13（Tag．　labintatlo）　Trese　anyos　lamang　siya．「彼女は（siya）たった

　　　　　　　　　　　　　　　　（lamang）　13歳」

補注4　（土田）台湾原住民族は長らく正式には9民族あるとされてきた（泰雅，阿美，

　　排湾，布農，卑南，魯凱，費夏，郷，雅美）が，やがて，

2001年10月

2002年12月

2004年1月

2007年1月

郡族が独立した1っの族として正式に認められ，

鳴］焉蘭が阿美族から，

太魯閣が泰雅族から，

撒奇莱雅が，それぞれ阿美族から独立した族として認められたため，

現在では正式には13族あるとされている。賓徳克はたぶん族語教育が始まるとき

に，言語の違いから泰雅から分離させられたのだと思うが，正式に独立した族と認

められているわけではない。しかしそのためhttp：〃iel．apc．gov．tw／all／default．asp

「歴届試題及練習題庫」では14族になっているが，しかし「族語教學」では

SakirayaはまだAmisに含まれているので13族である。

資料1　http：／／www．alcd．nccu．edu．tw／indexPhtml

　　　　「政治大学原住民族語教育文化研究中心（族語認証，族語教室）」

資料2a　http；〃140．122．109．96／ipt／news．php

　　　　「96年度原住民族語言能力認証考試」（行政院原住民族委員會2007／7／30）」

　　2b　http：／／140．122．109．96／ipt／download／96　iptinfo．doc

　　　　「96年度原住民族語言能力認讃考試願書」（行政院原住民族委員會2007／7／30）

　　2c　http：〃140．122．109．96／ipt／viewpage．php？page＿id＝5

　　　　「90年～93年原住民族語言能力認証考試問題」（行政院原住民族委員會2007／7

　　　　／30）」

資料3　http：／t／140．122，109．156／new／

　　　　「96学年度原住民學生升學優待取得文化及語言能力誼明試験の問題範例と練習
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資料4

資料5

資料6

資料7

資料8

問題計画」

http：〃www．abohome．org．tw／modules／news／article．

php？storyid＝1244

「文化及語言謹明考試下週受理報名（祖鑑之邦評論2006／12／14）」

http：〃ntds．fsjh．ilc．edu．tw／BData／961％AD％EC％A5％C1％BBy％CO％CB％Ag

w％C2％B2％B3％B9．pdf

「96年度第2次原住民學生升學優待取得文化及語言能力誰明考試能力証明考試

簡章」

http：／／news．yam．com／cna／garden／200706／20070617393643．html

「97學年原住民族語言能力認謹12月8日考試（中央社2007／06／17）」

http：／／manjusibe．myweb．hinet．net／nO．htm

「原住民語筆記」

http：／／www．epochtimes．com／b　5／6／4／19／n1292496．htm
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t
h
a
t
　
o
n
e
L

L

芭琶
し
父

father Chlnese

「嬌（構呼） ア母
F

「mother 7Chlnese

ρ祖父 r祖父
r Fgrandfather e台湾語「阿公」

「祖母 「祖母
F rgrandmother 「台湾語「阿嬢」

F兄弟姉妹 「兄弟（姉妹） rkyo　da1 rSlbllng F

「碍醤 r兄

k 7
L

Felder　brother

k

r台湾語とも類似

k

卜姉姉
姉 elder　slster 台湾語とも類似

卜弟弟 P弟

P
L

ryounge「
b
窒
盾
狽
?
?
窒
ｵ

r台湾語とも類似

k

卜妹妹 」妹
younger　s1S－
狽?

台湾語とも類似

卜叔叔 「叔父，伯父 rOj監sa㎝ r1皿cle
F

人 人 pe「son

r男生 r男
7 fman r

「女生 F女

’
し

rwoman

k

「泰雅語「knerln」参

ﾆ
し卜長輩，老人 し老人 0

1
d
　
m
a
n
L

L

r小該 L
子
ど
も
し

L
し

c
h
l
l
d
L

L

「朋友
友達

f
n
e
n
d
L

L

r老師 」
先
生
L

L
8
e
n
s
e
1
し

t
e
a
c
h
e
r
L

L

’學生 学生 8e亘to student，

垂浮衰獅P
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出自 泰雅語寒渓方言（web資料2007
N10月現在）

土田滋1980
ｲ査寒渓方ｾ

李壬癸1994－
P995調査寒
k方言

泰雅語スコレソク
綷ｾ（web資料）

泰雅語宜蘭縣ノオレ方言

iweb資料）

★ 棚sy8

v L

　smsly　pklta　nbu

v

phgup

@　　，高№＝@ln

★ kangokロ
♂ し

pklahan－

@　　　　　　，
獅凾＝|mga　m

★ namay laluつ lalu 1alu

◎ アWaslq
「 「 rWaslq F

Yayut

◎
rYaway F ¶ F r

Yawey

◎
FPUSIng r i 7Pusmg F

Yumm
◎

rLawa r 1 F 　

　髭

ｰ職
掾y★】 tunux　【atama】 tunUX tunux tunux

◎ 「yonUX ρyuntlx
，

r　snonUX r

yunux
◎

rde’es rr？！yas 「　r？1yas r「qyas
r

「eyas

◎
r　「oye 「roye？

う rrOZ1q ア

　，uOLy

◎ ’papak rpapak 「 Fpapak r

papak

◎
rnguhuw Fnguhu？

¶ rnguhuw r

nguhuw

◎
ruwah r　n？uwa？

1

「nqwaq
r

ngowa
◎

P　，

@n㎜
r9？nux ¶　？nux r　　，

№獅浮

r

　，

№獅浮

◎
rhe1

k F
」

、
’

rh1

k

’

h1

◎ レ
b
a
L

？
b
a
？
」

’

q
b
a
L

」
L

’ba

◎
k
a
k
a
y
㌧

k
a
k
a
y
」

k
a
k
a
y
し

kakey

◎

　　　　　　　　　　　　　　　厚
@　　　　　　　　　　　　殴況
@　　　　　　　　　　　　　　　　　N
?盾凾撃

贈博

@　huIl

’纏．

hOZLI，　hozm

し

　　　　ゐ

@　　　　　　唖
?盾凾撃

◎or△
rngyaw FngLaw 1 rngyaw F

，ngyaw

◎
rblyok rb夏yuk

1 rbzyok r

blyak

◎ Fkaαng FkaClng i rkacmg 7

katmg

◎ 「mlt Fm且t
、

「mlt
ア

m且t

◎
engta rngta？ 1ngta？ fngta r

welung

◎ ru随h 7Quleh ¶ワuhh rqu1且h
F

，cyUX

◎ 「yungay デyungay
マ

「yungay
r

yungey

◎
「01i 「Qull？ ¶？oLl？ rqoll 「

ollt

◎
FPlt ，P夏lt 、 rqhmq ♂

P且y且t

★ hona phpah phpah phpah

◎
’　，man Fk？man

i

「k’man
F

k’man

◎ ♂qhomq rkhunLQ ，

「qhomq
r

khonl

◎
rngah1 Fngah1？

、

「ngah題
「

ngah1

◎
fabaw ’？abaw

1 Fabaw f

◎
rpagay 7pagay 、 Fpagay 「

pagey

◎
retun ρtQe瓦tun 1tqltun rqetun 「

七etun

705 アタヤル語（泰雅語）の寒渓方言に入った日本語 安部・土田・新居田
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中　国　語 日　本 語 Japanese　m
`tayaI Enghsh note補足説明

瞥生 医者 1sha doctor

し 」 L L

卜護士

ｵ

看護師 kangofu nurse 看護婦

春　漢

ｼ字 名前 namae name
「 F 「 r f

女子名 女子名 female　name
r r r F 「

女子名 女子名 female　name
r F P r 7

男子名 男子名 male　name
r r r r r

女子名 女子名 female　name

麟羅難懸騰鎌
頭 頭 ata皿a head 我的頭癒

r 「 「 r r

頭髪 髪 halr（head）
「 r 「 「 「

瞼，面 顔 face
「 r 7 F r

眼晴 目 eye
r r f r r

耳朶 耳 ear
「 r r r 「

鼻子 鼻 nose
r 「 F r 「

嗜巴 口 mouth
r r r r f

牙歯 歯 tooth
r r r 「 e

身胆、人 体，人 body，

pe「son
し L 」 L

卜手
手 hand

し し し 」

「脚
足 Ieg

し L 」 」

1灘騰縫鱗灘 ”　　　　沁

畠

駿　汀

狗 犬 do9
r r r r r

猫 猫 cat 擬音語起源
r F r r r

猪 豚 Plg
r r r r 「

牛 牛 COW
r r F r 「

羊 羊 sheep
f F r 「 「

難 鶏 chlcken
r r F 「 「

魚 魚 flsh

「 ρ ρ r 7

猴子 猿 monkey
「 r r 「 r

老鼠 鼠 rat，　mouse
「 「 ρ P r

鳥 鳥 blrd

花 花 hana nower
r F r 「 F

草 草 9mSS
r F F r F

樹 木，樹 tree
r r F r r

地瓜 サソマイモ sweet　potato
「 F F r F

葉子 葉 leaf

r r r F r

稻米 米 nce　plant
r F 「 r 「

玉米 トウモロコン corn
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幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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’噛’”齢…’”9’ m’幽

@　　　　　　■，@　　　　　　ly監mux　　　　　　　L

　［
@：
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，　　　i　＿＿＿．瞑ru 　　　　，，P曾．，7

ｲ
　
．
　
l
b
i
r
u
　
・
ト

，， 　　　　　　　　　　　　　9噛「9・，
堰Enpic　　　　　　　　i
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出自 泰雅語寒渓方言（web資料2007
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L 」

b
l
a
q
㌧

L

bley

◎ lokah lokah

istr。ng）

◎
rglboq r 1 rmZlboq r

mybuw
★

「allgato rmahuay　su？
等 rmhuway r

mhowey

◎
rsgagay f 1

r　Sgayat，　Sgagay
f

sgagey　ta　la

◎ 「qalUX rmQalux 1　？alUX rmqalUX，　qalUX
r

mkalux

◎
rtalah rmtalah ，

rmtalah，　talah
r

mtalah

◎
rlabu rmlabu？

「

「plquy
r

mlabuw

◎
rPlyux rPlux 1

　Clngay
r

Plyux

◎
rmyasa

v

r　mlasaワ

k 1
’

rbetunux

ｵ

「
」

myasa
狽?№≠

◎ 　　，
@
r
n
　
e
s
㌧ 」 ’

m
q
a
s
L

㌧

　，
高?

◎ e
l
a
n
g
」

m
Q
a
y
l
a
y
し

’

m
q
e
l
a
n
g
L

」

m’elang

◎
l
o
k
a
h
　
t
l
y
a
w
L

？
n
g
l
y
a
t
L

qnzyat mnglyat

◎ 　，@
S
U
W
し

yつsu？
v

’
」

L　　，

L
」

　，

凾rUW
◎

t
o
y
U
X
」

？
r
u
y
U
X
㌧

q
「
u
z
y
U
X
し

し
「uyUX

★
t
a
k
a
y
L

b
a
w
e
Q
L

」

waglq baw1

★ hlgWly rroQ
’

L「「oq
」

rrOW
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中　国 語 日　本　語 Japanese　m
`tayal Enghsh note補足説明

打電話 電話をする denwa telephone 電話

denwa　o　suru
L

卜坐 L座るsuwaru suware Slt
」（1mp）

㌧

「起立 」立つ，起きるok！ru oklre stand　up （lmp）
」

r洗（衣服） 洗うarau（服を洗う） arae wash （1mp？）

（clothes）

レ r r r r

帯 持ってくるmottekuru o－mochH brmg （且mp）

r 「 r 「 r

煮 料理する cook
r r r 「 「

工作 働く，仕事をする work
「 f r 「 「

打猟 猟をする hunt
r r r f r

會 できるdeklru uma1（＝fme） can うまい

f説 P二
ｩつ　且u　yuu

Fle，　yuwe rsay rゆえ（lmp）

r r r r r

聴 聞く，聴くkLku klku hsten，　hear
r r r r r

看，看起 見る，見える mle　tara see 見えたら
r r r r r

看，探視 視る，観る mle　telta look 見えていた
r r r r r

喜漱，愛 好き，愛する s［u］kl 11ke　love
r r r r r

等 待つmatSU mate walt （1mp）

「 r 「 r r

一起 一緒に 1ssho together
r r 「 「 r

下雨 雨が降る raln
r r f F r

慢歩 ゆっくり slowly　walk
r r 「 r f

遅到 遅い late

r 「 r F r

随便（乱） 随意

r浪費 f使っtsukau，無駄 rts［u］kae， ruse，　waste r【用銭不可随便浪費】

ts［u］kau？
卜 」 」

好 よい good
し し し

r

加油 がんばれ cheer　up　l

卜 「 r r r

早 早い early
r r 【 r r

謝謝 ありがとう arlgato thank　you
r r r r 「

再見 さようなら good　bye
r r r r r

黒色 黒 black
「 r r r r

紅色 赤 red
r 「 r r r

白色 白 wh且te
「 r r r 「

多 多い many
f r r r 「

美麗，好看 美しい beautLfu1

卜 ㌧ L L も

快樂 幸せな happy
r L 」 L L

獺惰 怠惰な lazy
「 し 」

勤努 勤勉な dlllgent
r L L

重 重い heavy
「

L 」

長 長い long
し

r高 　局い
Ltaka1

hlgh　胎11
r L L

綾 小さい，低い hlku1 short

（＝not　tall） （not　tall）
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　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　1

E・

雷ｿ言噸枷i喜講・鱒翠禦撫ク　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　：
旨

「瀧欝

★ iaru　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　maki？　　　　　　i ．icyUX，　maki　　　　「．■．．「「1 ．…kyan

．．．幽．幽一・．

噤@　　inay　　　　　　　　　　　　l？ungat　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i？ungac　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．醒．．．．．一．一幽．．．．一一．．．．．一．．．．．．．一
riungat li・ik。ki

獅凝難　　　　　　　曇
★ iso　　　　　　　　　l？aw　　　i ．iaw iaw

★
・一一・・・…一・

@　　iCIgaw　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　i
”『”冒 u’”冒”匿’’”‘’’’’’”－”

@iiyat
卜iiyat

★
rilaxi 「：1axi

c［　　　　　．．一．

★
　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1imo　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　； 卜lUZ1

｝・y．．．．．＿．．．

★ lh。，t。　　　　　　l　　　l ’” m”

@lbalay ibaley　ci　　　r．．．．一．．一

★……幽
r’’’’’’’’”『’’’”……’…一．1，ik。h　　l　　　　　　　　　　　「■■．■■「■■■「「■ ．‘』 m．．

@lcikay
卜icikey

◎ lga　　　　　　　lga　　…
『’『『『 Z『”－’’’’”『’『『『『『’『”卜’’’’’”『”『’『’’’’’”『”『’『｝’’’’’’”幽’’’’’’’’’”

@　　　　　　　…ga
iga（連接詞）　　　　　T一一

◎
’’’’’’’’” �f『…’’’”『’’’”　　　　　　　　1　　　　　　重

@　　霞　　．．　1　…．．＿．．ふ…＿．
…1’…一’．’．　．一…』’一一…

cga
「
…
…

★
脚層　　　…’’’’’”…’…’’”…’”十”『’”…’’’”一’’”十’‘

P1ma　　　　　　　　　　　　…　　　　　　… IicyUX，　nyUX
…’……”『”

P…’幽’……．．’．．．．’

@　　　lmaki，　cyu　　　　　　　　　「T「T「

★”…”… u∵…”一幽幽一…．一 @　　　　　　　［　　　　　1
@　　11「°＿＿．＿一．＿．＿．．．．．．．．．．．．．．．レ．＿．．『＿＿．＿＿1．一．＿．＿．＿．．．．．L．．

「・1ro ［・1rol　　　．．．＿．＿

◎
「ゆiyaw　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　… … 1…pintyagan　　　　　r．

★
”………

u’’’’’”一幽………”………．．…．．一…一…卜…”……”…”1

@　　…un「O　　　　　　　　　　　　i　　　　　　i
と
…

「m・yly

　　　　　表2　アタヤル語寒渓方言に混在する日本語表現一「文型」

二　生活会話百句

1　問候道別

　會話1　問候語

　　A：anta　bla　ga？祢好嘱？

　　B：waha　bla，　anta　ga？我恨好，1ホ呪？

　　A：waha　mo　bla，　aligato！我也根好，謝謝1・く。

　會話2　問候語

　　A：giboq　anta！仰早！

　　B：anta　mo　giboq！休也早！

　會話3　道別語

　　A：sgagay！再見了！

　　B：sgagay！再見了！

（初校時中間部分を割愛）
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圏　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　l　　　　　　　i
薗?早E｝・輔　…欄卿画gl・・i嘘・補…：　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　…　　　　　　i

…有．．．．．．一．．．．．．．．．．．．…．．．…あう．＿．．．．．．……．．…．．．．：a・u．…、．．．．…．．．．．．．．｝」撫．」曼．．．．．．．．．｝．…．．．……＿＿…『『．．．．

ト．．　　　　　　　　1…・一．　　　　　　　　　1”…’

；．　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　駕、　　　　　　　畢　　　　’　」灘、r
p　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・欝

i是（的）　　　　　　iそうSOU；はい　　　　；SO：　　　　　　iyes　．一一＿．．＿1＿＿．．．．．．．＿＿．．＿＿＿．
1．ボ是…『”．『…’‘…1薦・igau、い・え　…，hi，巨i’’’”『『’…．『』1品一』“　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．』『．．．＿．．＿．．．．．ト．．．．『．．．．．『、『．．．．．　　　　　　　　　　．．一．・』一・一・・一一・一一・1鰻1ネ可5”‘’’’’”『’『．俘るな’1’醐編二…．『「『：16ikan　　、d・n・・！　『’．1＝ぞU｛がん

P亘1三1：：：二：：：二1三二：鑑［舐ll二：＝・騨撫三：：：：三1二二：：：二：：：：：：：：二：二二

勲撚．．．．．．．．．．．．．鱒1三鱒三撚：二繊可llll－『T1：：⊃勲，．x曾膨．．↓．．．．．．．．．．．．．．．．．＿…．…一下；一黙　　　　　少しsukoshi　　　　　ls［u］kosht　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：少し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　alittleト…．………・・・…一一．一．レ．．．．．．．．．．．．．．・．．一．．．．一．．．．…．一・一＋・・………一．・．．．．．．．．．．・…』…一・…・一……・1・・…一……・．……．．．．．．．．．一一．

感罐起．．．．．．．．．＿．．．L．遡擁旦．．．．．＿．．『『＿＿．．・　　　　…t・pic　ma「ke「…

…嘱・泥　　　…嘱・ロ尼　　　．．「．．．．．』』…’…’…1属6し16壼．．．〒．．．．1．．．．』』’…’”……’”

P．…．．．…………．．．…．．．．…　　　　．．．…　　　．．．；卿皇孔＿…L．…一．．．．．．．…．．．．………．．．

画颯．．．．．．．．．．．．．．．：：照無．騰Σ’』置：：1：：：1．1：［1．1壌『『＿．．．．、．．．．↓登．．．＿．．…．…一』．．

灘．．．．．…．．．．．．一一．．．．．．勲・　　　T．［函．．……．『…．．．一．．．1蜘…．．．．．．．．．．1．．…．．．．．．．『…．『…＿．、．．．

欝常郷叫翫一嘗温翫一盤ξ…田一・一

IV　祈使句

　會話47　祈使句

　　　　okile！請起立！

　　　　tame　ste　yube！請説（説説看）。

　　　　tame　ste　kiku！請聴（聴聴看）。

　　　　suwale　1請坐下！

　會話48　祈使句

　　A：koy，　sasan　no　mami　tabe！來，我椚吃早餐！

　　B：so，　sasan　no　mami　tabe．好！我個吃早餐！

　會話49祈使句

　　A：mate　waha　ni．等我一下1

　　B：so，　mate　ru　anta　ni。好，我等イ・T・。

　會話50　否定祈使句

　　　　gako　skruy　tikang．上學不可遅到。

　　　　pila　thmut　te　cka　tikang．用鏡不可随便浪費。
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Hanxi　Dialect：AJapanese－based

Austronesian　language‘Atayal’

Creole　in　the　Formosan
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Key　words：Atayal（Kanke　or　Hanxi　dialect），　Japanese－based　Creole，

Austronesian　in　Taiwan（Formosa），　endangered　languages，

indigenous　language　comprehension　tests

　　　　This　paper　presents　the　finding　that　the　Hanxi（Kanke）dialect　of

the　Austronesian　language　Atayal　is　the　Japanese－based　version　of

Creole．　The　Hanxi　dialect　is　one　of　the　various　dialects　of　Atayal，　an

indigenous　language　of　Taiwan．　In　the　Hanxi　dialect，　with　respect　to

both　lexicon　and　grammar，　there　is　a　considerable　amount　of　Japanese

blended　with　indigenous　forms．　Firstly，　the　lexicon　appears　to　be　a

melange　of　Japanese，　Mandarin　Chinese，　Taiwanese　and　AtayaL　In

addition，　it　appears　that　the　grammar　is　essentially　a　blend　of

Japanese　and　Atayal．　Considering　this，　it　can　be　assumed　that　the

Hanxi　dialect　is　a　Japanese－Atayal　combination．　This　has　been

reported　on　the　official　website　of　the　Council　of　Indigenous　Peoples，

Executive　Yuan．　Many　generations　consider　this　hybrid　language　as

their　mother　tongue．　This　implies　that　the　Hanxi　dialect　can　be

regarded　as　a　completely　developed　Creole．　Information　on　the　Atayal

language－with　regard　to　basic　sentence　patterns　and　vocabulary－is

available　on　the　official　website　given　below．

http：／／140．122．109．156／new／（or　http：〃ieLapc．gov．tw／）
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